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W01  Seed dispersal ecology of ginkgo biloba: multiple dispersal modes ensure the 
persistence of seed dispersal 
イチョウの種子散布生態：複数の散布様式による種子散布の維持 

 ○ 添田 透真 (1), 川北 篤 (2), 望月 昂 (2) 
 (1)理学系研究科 生物科学専攻附属植物園  (2)理学系研究科 附属植物園  

 

W02  Diversity of subtelomeric sequences and TERRA expression in primates 

 ○ 山本 唯央 (1), YU Louis Pak Hei  (2), 山下 朗 (1), 宇野 好宣 (1), 邉見 重光 
(1), 大泉 祐介 (1), 大保古 尚弘 (2), 加納 純子 (1) (2) 
 (1)総合文化研究科 広域科学専攻  (2)理学系研究科 生物科学専攻  

 

W03  Microglia-to-astrocyte cytokine signaling drives astrocyte morphological 
remodeling in mesial temporal lobe epilepsy 
内側側頭葉てんかんにおけるマイクログリア-アストロサイト間のサイトカインシグナルがアス
トロサイトの形態変化を駆動する 

 ○ 宮田 一馬 (1) (2), 小山 隆太 (1), 池谷 裕二 (2) 
 (1)国立精神・神経医療研究センター  (2)薬学系研究科 薬科学専攻  

 

W04  Ribosome ubiquitination decoder Def1 stabilizes codon-optimal mRNA 

 ○ 佐藤 二千翔 (1) (2), 稲田 利文 (1) (2) 
 (1)医科学研究所 RNA 制御学分野  (2)理学系研究科 生物科学専攻  

 

W05  骨格筋細胞の成熟を制御するシグナル経路の解析と筋疾患への応用 

 ○ 牧野 巧 (1), 櫻井 英俊 (2), 佐藤 隆一郎 (1), 山内 祥生 (1) 
 (1)農学生命科学研究科 応用生命化学専攻  (2)京都大学 iPS 細胞研究所  
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W06  A Scalable Platform for Whole-Organ and Whole-Body Single-Cell Analysis 
Toward the Establishment of 3D Pathology 
三次元病理学に向けた臓器・全身の全細胞アトラス 

 ○ 吉田 将太 (1), 牛久 哲男 (1) 
 (1)医学系研究科（付属病院） 病理診断学・人体病理学  

 

W07  Structural basis for atypical antagonism of LPA1 by inhibitory antibodies 
LPA1 阻害抗体における非典型的阻害機構の構造基盤 

 ○ 金田 翔太 (1), 候 豊爵 (2), 堀 立樹 (3), 赤坂 浩明 (1), 大島 秀教 (1), 志甫谷 
渉 (4), 可野 邦行 (2), 石谷 隆一郎 (3), 青木 淳賢 (2), 濡木 理 (1) 
 (1)理学系研究科 生物科学専攻  (2)薬学系研究科 衛生化学教室  (3)東京科学大学 

難治疾患研究所 計算創薬科学研究室  (4)慶応義塾大学 医学部 坂口光洋記念 シグナ

ル探求学講座  

 

W08  エダアシクラゲにおける加齢に伴う組織恒常性と再生能低下機構の解析 

 ○ 金久 礼武 (1), 中谷 容子 (1), 高鳥 翔 (2), 富田 泰輔 (2), 三浦 正幸 (3), 中嶋 
悠一朗 (1) 
 (1)薬学系研究科 遺伝学教室  (2)薬学系研究科 機能病態学教室  (3)基礎生物学研究

所 細胞活力制御研究室  

 

W09  匂いによるマウスの持続的な防御状態を支える神経メカニズムの解明 

 ○ 木下 翔誠 (1), 香取 和生 (1) (2), 森川 翔太 (1) (2), 奥山 輝大 (3), 池谷 裕二 
(2), 竹内 春樹 (1) (2) 
 (1)理学系研究科 生物科学専攻 分子神経生理学研究室  (2)薬学系研究科 薬品作用

学教室  (3)定量生命科学研究所 行動神経科学研究分野  

 

W10  A Novel Approach to Enhance Cancer Immunotherapy Targeting the Lipid 
Mediator PGD₂ 
脂質メディエーターPGD2 に着目した、新しいがん免疫療法増強法の提案 

 ○ 林 亜佳音 (1), 安井 郁南 (1), 小林 幸司 (2), 小林 唯 (1), 村田 幸久 (3) 
 (1)農学生命科学研究科 放射線動物科学研究室  (2)農学生命科学研究科 食と動物の

システム学研究室  (3)農学生命科学研究科 放射線動物科学研究室、獣医薬理学研究

室、食と動物のシステム学研究室  
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W11  Analysis of Morphological and Mechanical features in Hippocampal Neuronal 
Nuclei during Aging 
加齢に伴う海馬ニューロン核の形態学的・力学的特徴の解析 

 ○ 小畑 凜果 (1) (2), 木下 晴登 (1) (2), Moscheni Arthur (1), 牧 功一郎 (3), 安達 
泰治 (3), 岸 雄介 (1) (2) 
 (1)定量生命科学研究所 分子神経生物学研究分野  (2)薬学系研究科 薬科学専攻  (3)

京大 医生研  

 

W12  Multi-layer trans-omics unveils the black box of biocompatibility 
多層オミクスで解き明かす生体適合性のブラックボックス 

 ○ 岡田 寛之 (1), 石川 昇平 (2), 鄭 雄一 (3), 酒井 崇匡 (2) 
 (1)医学系研究科（付属病院） 疾患生命工学センター臨床医工学  (2)工学系研究科 化

学生命工学専攻  (3)工学系研究科 バイオエンジニアリング専攻  
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高空間分解能で多彩な測定を実現する JSM- IT800 シリーズが新しく
生まれ変わりました。
従来の操作性の良さはそのままに、SEM-EDS の自動撮影・自動分析が
可能になり、さらに便利に。観察中に視野の凹凸を即座に判断できる Live-
3D 機能や、SEM 自動調整パッケージ、EBSD 測定時に役立つ台形補正
機能なども追加。より良いデータと快適性をすべての SEM ユーザーへ。
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TEM 制御系の見直しと絞りを完全自動化。倍率モードの切り替えおよび
絞りの選択が不要となりました。従来よりも一連の観察操作をスムーズに
行うことができます。

電界放出形走査電子顕微鏡 JSM-IT810

電子顕微鏡 JEM-120i

左の写真
試料 : リチウムイオン二次電池正極シート
入射電圧 : 0.6 kV、観察モード : SHL、検出器 : UHD

上方ハイブリッド検出器（UHD）では二次電子を効率よく
収集できるため、低入射電圧でもS/N の良い像を取得す
ることができます。

「簡単」から「自動」測定の時代へ

『Compact』、『 Easy To Use』、『 Expandable』をコンセプトに、外観を
一新するだけでなく、操作からメンテナンスまでどなたでも簡単に使える装置の
誕生です。

コンパクト＆簡単操作でもっとみんなの身近なツールへ

低倍率から高倍率までシームレスに観察

試料：ラット肝臓
核膜、粗面小胞体、滑面小胞体など、膜構造を非常に
クリアに観察することができます。（加速電圧：120 kV ）

右の写真
試料：シリカ粒子上のPt ナノ粒子
入射電圧：3.5 kV、観察モード：BD、検出器：UID+UED

高倍率で小さなナノ粒子（約3 nm）も観察することができます。


